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【目的】 

精漿の状態は精子の妊孕力を間接的に反映する。その要素の 1つとして酸化ストレスがある。酸

化ストレスは活性酸素種などが持つ酸化力と、それらを除去する抗酸化剤の還元力の総和として

評価できる。これらの総和を酸化還元電位(ORP: oxidative reductive potential)として数値化で

きる MiOXSYSⓇが開発されたが、その数値と精子の質に関する報告は少ない。そこで本研究で

は、Sperm Quality Analyzer(SQA)によって得られる精子の運動性を加味した所見と ORP との

関係性について調べた。 

【方法】 

精液検査で ORPの測定を行った 365症例を対象とした。測定は開発元が推奨するMiOXSYSⓇ

の測定方法に従い実施した。精液を液化後、SQAにてMotility((a)～(d))(%), Progress motile 

sperm concentration ((a：20μm/sec以上) or (b：未満))(106
 cell/mL), SMI, Velocity (min/sec), 

Functional sperm concentration, Motile sperm concentrationを測定し ORP との相関性を単

回帰分析により調べた。P<0.05を有意とした。 

【結果】 

精子の運動速度と ORPの関係性についてMotility(d)(不動精子率)との間に弱い正の相関が認

められた(R=0.17)。他 SQAパラメーターと ORP との間に有意な関係性は認められなかった。ま

た、患者年齢と ORPの間に弱い正の相関が認められた(R=0.1)。 

【考察】 

不動精子率と ORP との間に正相関が認められた。不動精子数が多いほど、精漿中の活性酸素

量が多くなり、ORPが高くなる可能性が考えられた。患者年齢との間にも関係性が認められた。

男性年齢が高齢になるほど精子の DNAのダメージの程度が大きくなるとの報告がある。精漿中

の抗酸化剤の量が減るか、もしくは酸化剤の量が増え優位になるために年齢に従い ORPが高く

なることが示唆された。 

 

 

 

 

 

 


